









Hormones and AntibiOtics on HaemOlymph
 the Silkworm, βοηbノπ ηοT
Ryuzo KOBARA and Takashi KAWAI
」uve?に hOrHIone(JHl and ecdysterone br insect horalone and mibttdn c
acinonycih D and puromycin for anibiOuc were indi?dually illiected intO tlle body
cavity of he femle larvae, the femle pupae and he isOlated ferlale pupal abdo―
mens of C124×Daiz5 and Daiz5 strains. he ovarian develop■lent and he pupaト
adult transforコ囮?)n were accelerated by he inieCted ecdysterOne in the isolated
femle pupal abdOHlens.But tlle conditions Of he ovary or pupal tissues reHlained
he saHle in he isolattd female pupal abdomens into which iuvenile hOrmone only
had been inieCted.wllen」H、、as gaven parenterally tO he nOrmal pupae ,uSt
after ecdysis or the isolated female pupal abdomens intO whicll ecdysterone had
been iniected pre、■Ously9 the Ovarian developrlent was ihhibited and the cOncentra―
ion of haemlymph proteins,espeOially female speciic protein,became high. In
the indi?dual larvae intO which some an?bioics,pariculary acinOmycin tt were
iniected the 3rd day after 4th ecdysis, the ildabi?on of larval deve10pHlent and
he decrease of haen01ynlph proteins in quantity were seeno On the oher hand, in
the prepupae tt wllich the same antibiotics were administrated by in,ection in ma―
mre larval sttge,he haemolymph proteins,specially female speciAc prOtein,were
very much increased in quantity. Wllen soHle antibiotics were glven independently
by inieciOn tO the normal pupae iust after ecdysis,Or he isolated female pupal
abdomens into which ecdysterone had been illieCted beforehand, in eiher case,
tlle ovarian developHlent was inhibited and he arЮこnt of female specinc protein
increased. AbOve an, he amunt of fenaale speciic prOtein increased rapidly by
the iniecion Of mitomyCin G
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-3 mety卜7、 1l diethyl―trideca-2、6 dienOate)は東
京大学農学部森謙治博士より贈与をうけた、以下」Hと表
わす:O JH液はBr巧35 0,089を蒸溜水 100m珍に,容かし
た溶液 lmをに JH′30、15m9をけんだく分散させて作成 し
た。アクチノマイシンDは10%エタノール1配に0.1、0.5、




































































1Pg/蛹)A    B       c
第2図 蛹の卯巣発育におよぼすJHの

























A B C D
第5図 遊離腹部の卵巣発育におよぼすホルモンの
=影響            処理後6日
A COntrol
B Ec(けsterOne 5 μg
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Ecdliterone A  A  A  M  M  M  P  P
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文部省科学研究費 総合研究 (代表者 鹿児島大学農学
部 橋口勉博士)によって行った。
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投 稿 規 定
(昭和50年9月22日改正)
1.原稿は未発表のものとする。             図中の文字は鉛筆書きとする。
2.投稿者は鳥取大学農学部在籍の職員に限る。ただし、   なお、照合のための副図を添える。図表の挿入箇所
共同執筆する場合にはその他のものを含むことができ   を本文中に赤字で示す。
る。                        11.量記号、符号は国際的に慣用されているものを用い、
3.表題は研究内容をなるべく具体的に (副題は特に具  単位は、原則としてC.G.S,単位による。
体的に)表わすものとする。なお、表題には英文表題 12.雑誌および著書の書き方は下記例による (__はイ
を併記し、著者名には著者が慣用しているローマ字つ   タリックTA_lよゴシック体となる)。
づりを入れる。                    例1)山田 明・山本 出 :園学雑、87 ■70(1967)       ゴ
また、和文の場合の副題番号はローマ数字とし、つ    2)GrOss,R.and lngold,C.I Biochem.」。,
ぎの英文例題に準じて記す。               9■222(1 64)                     |
Experimental Studies On Bracken        3)Smith,A.B. :Textbook of Organic Chemi.
Poisoning of Cattle                 stry, v。1.1, Do C.」nes and Co.,New York
Ⅱ.Clinical Findings and Blood        (1961)pp.123～126
Pictures                        4)Nelsoni S.O.:In Pcst ContrOl, Kilgore,
著者名 Musashi MIvAMOTO and Ganryu SASAKI    W.W.and Doutt,R.L.eds,Academic Press,
(注)___は小型の大文字               New YOrk and London(1967)pp.89～145
また、著者の所属は脚註にしるし次の表現を原則と    5)笹原二郎 :最新家畜伝染病 (第2版),越智勇
する。                          一編,南江堂,東京 (1970)pp.209～21
例1) 鳥取大学農学部農学科園芸学研究室    13.本文中の引用文献番号は片括弧をつけて肩に小さく
2)  Department of Agronomy, Faculty       書く。
of Agriculture,Tottori University    例1)岩田ら3,5上ょ
4.論文の初めに必ずシノプシスをつける。         2)～はじめ多くの報告がある。1～5,7,10～9
(1)シノプシスはそれによってその論文の主要な成果   文献は引用の)同事または著者名のアルファベット順
が具体的にわかるように書かれたもので、本文と引   に列記する。
離して意味の通じるものでなければならない。    14.欄タト見出しは著者に一任する。ただし、刷り上がり
(2)シノプシスは200語内外の英文とする (タイプラ   1行以内を原則とする。
イターでダブルスペースに打つこと)。       15。原稿用紙は所定のものを用いる。                 ,
I5,原稿はできるだけ簡明とし、表題にかかげた研究に
付     記関して価値のある結論を含んでいなければならない。
また、図・表などもなるべく少なくする。       1。原稿は正副2部を提出する。                  )
6,原稿の形式は、緒言・内容 。考察・総括 (または結  2,原稿には投稿カードを1部添付する。
論)・謝辞・文献の順に記載する。           3.本規定に著しく添わない場合は原稿の訂正を求める
ただし、これに従いえないものはこの限りでない。   ことがある。
7.原稿は新かなづかい、当用漢字を用いる。      4.校正は単に課植を訂正するにとどめ、文章の訂正、
8.イタリック体となる欧文字の下には__をつける。   内容の添削変更は認められない。
9,旬読点、括弧には一画を与え、ハイフンは区画内に  5.刷り上がり8頁以内を原則とし、出版経費が予算を
明瞭に書く。                     超過した場合は著者負担額について著者と協議する。
10,図(写真を合む)表の表題、内容の説明は本文を参  6.カラー写真を登載する場合は原則として著者負担と
照しなくとも実験条件がわかる程度に簡潔に記載する。  する。
図表の番号は第1図、Fig.1、第1表、TaЫe lのよ
うに書き、図の表題は図の下に、表の場合は表の上に
示す。また、図は白紙または淡青線方眼紙に墨書し、
